
健康でねばり強く働きましょう

雪白

婦人の地位向上を
婦人問題地域懇談会を開催

　10月17日、午前10時30分から婦人問題地域

懇談会が中央公民館で開催されました。

　この懇談会は、地域における婦人問題の実

態を把握するとともに、婦人問題への関心と

意識を高めることを目的として県が実施して

いるものです。

　当日は、県および町内の各民主団体、事業

所代表者など約40名が参加し家庭、地域社会、

職場における婦人の現状、役割等の問題につ

いて活発な話し合いがなされました。
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妻や子をかなしむ心われと身を

　　　かなしむこころ二つながら燃ゆ

　　　　　　　　　　　　　　牧　水

、
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町
民
体
育
大
会
結
果

　
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
第
二
十

四
回
町
民
体
育
大
会
が
十
月
二
十
一
日

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
開

会
行
事
が
行
わ
れ
、
男
子
四
百
メ
ー
ト

ル
か
ら
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

大
会
も
昨
年
に
続
い
て
十
一
の
新
記
録

が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
記
録
が
更
新
さ

れ
ま
し
た
．
、

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。〔

男
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
（
5
0
歳
以
上
1
1
6
0
メ
ー
ト
ル
）

　
▽
中
学
・
高
校
生
　
那
須
慶
史
（
小
）

13

b
0
一
中
　
若
杉
健
司
（
仲
）
1
2
秒

6
1
1
高
　
▽
二
十
五
歳
以
下
　
黒
木
和

彦
（
寺
）
1
2
秒
5
　
▽
二
十
六
一
二
十
九

歳
　
高
山
睦
男
（
八
）
1
2
秒
0
1
1
大
会
新

▽
三
十
～
三
十
四
歳
　
矢
野
博
（
福
）

12

b
6
　
▽
三
十
五
～
三
十
九
歳
　
篁

口
唱
（
小
）
1
2
秒
7
　
▽
四
十
～
四
十

四
歳
　
森
田
隆
雄
（
鶴
）
1
3
秒
8
　
▽

四
十
五
～
四
十
九
歳
　
鶴
田
久
二
男

（
福
）
1
3
秒
7
　
▽
五
十
～
五
十
四
歳

寺
原
和
正
（
羽
）
8
秒
4

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
学
生
　
原
田
育
夫
（
福
）
2
6
秒

5
　
▽
高
校
生
　
小
林
知
利
（
福
）
2
6

秒
0
　
▽
一
般
　
小
川
勝
正
・
福
谷
集

（
鶴
）
井
上
尚
之
（
小
）
2
6
秒
1

新

▼
四
百
メ
ー
ト
ル
（
一
般
）

▽
安
藤
光
春
（
寺
）
5
9
秒
2
一
大
会

選
手
団
入
場

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

　
▽
四
十
歳
代
　
橋
口
勝
義
（
寺
）
3

分
6
秒
3
　
▽
五
十
歳
代
　
新
名
袈
裟

弘
（
寺
）
3
分
2
0
秒
0
一
大
会
新

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

　
▽
中
学
生
　
矢
野
認
（
坪
）
4
分
4
7

秒
3
　
▽
高
校
生
　
柳
生
雄
一
郎
（
越

．
下
）
4
分
4
6
秒
6
1
1
大
会
新
　
▽
二

十
九
歳
以
下
　
河
野
賢
一
（
越
・
下
）

4
分
3
6
秒
3
　
▽
三
十
歳
代
　
池
田
平

美
（
迫
）
4
分
5
2
秒
6

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

　
▽
河
野
賢
一
（
越
・
下
）
1
6
分
1
9
秒

みんなすすんで「
一
　　

@　

@　

@　

ﾕ

東郷町

総合文化

なんでも参加

　
十
月
三
十
「
日
の
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
次
の
日
程

で
文
化
祭
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
数

の
ご
参
加
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
1
0
月
3
1
日
　
総
合
グ
ラ
ン
ド

　
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
1
1
月
1
日
～
4
日
　
役
場
玄
関

　
菊
　
展

●
1
1
月
1
日
～
6
日
　
中
央
公
民
館

　
学
芸
品
展

●
1
1
月
2
日
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
小
・
中
学
校
合
同
体
育
大
会

●
1
1
月
4
日
　
中
央
公
民
館

　
民
謡
民
舞
発
表
会

●
1
1
月
4
日
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
1
1
月
9
日
～
1
1
日
　
中
央
公
民
館

　
書
道
・
絵
画
・
水
墨
画
・
写
真
・

　
盆
栽
・
華
道
展

●
1
1
月
1
0
日
～
1
1
日
　
役
場
議
場

　
　
蘭
：
几
ぴ
ね
展
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3
一
大
会
新

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

慧
雫
　
、

賦
　
．

鰯

、

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
　
　
小
野
田
区
　
1
分
4
6
秒
3

　
▼
年
齢
馨
り
レ
i

　
　
　
福
瀬
区
　
2
分
1
8
秒
1

　
▼
俵
運
び
競
走

　
　
　
福
瀬
区
　
1
分
5
9
秒
3

　
▼
走
高
跳

　
▽
中
学
生
　
寺
田
良
吉
（
鶴
）
矢
野

正
美
（
仲
）
1
m
4
0
　
▽
高
校
生
　
黒

木
重
文
（
寺
）
1
m
6
8
　
▽
一
般
　
寺

田
隆
博
（
鶴
）
1
m
5
3

　
▼
走
幅
跳

　
▽
中
学
生
　
伊
東
浩
二
（
八
）
4
m

94

@
▽
高
校
生
　
河
野
幸
＝
越
・
下
）

5
m
4
0
　
▽
一
般
　
寺
田
新
一
（
仲
）

4
m
9
6

　
▼
砲
丸
投

　
▽
中
学
生
　
岩
田
健
吾
（
福
）
1
0
m

5
　
▽
高
校
生
　
岩
本
隆
広
（
福
）
9

m
4
2
　
▽
一
般
　
寺
田
新
一
（
仲
）
1
0

m
3
3
・
5
　
▽
三
十
歳
代
　
寺
原
卓
三

（
羽
＞
1
2
m
2
2
　
▽
四
十
歳
代
・
田
辺

英
雄
（
福
）
B
m
2
一
大
会
新

みんな一緒に輪になって綱
が
切
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

応
援
に
も
力
が
は
い
り
ま
す

〔
女
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

　
　
　
（
5
0
歳
以
上
一
6
0
メ
ー
ト
ル
）

　
▽
中
学
・
高
校
生
　
東
村
撮
子
（
小
）

14

b
3
1
1
中
　
寺
原
束
子
（
小
）
1
5
秒

2
1
1
高
　
▽
二
十
五
歳
以
下
　
新
保
千

草
（
寺
）
1
6
秒
9
　
▽
二
十
六
～
二
十
九

歳
　
本
多
有
子
（
小
）
1
4
秒
7
　
▽
三
十

～
三
十
四
歳
　
那
須
則
子
（
小
）
1
4
秒
7

▽
三
十
五
～
三
十
九
歳
　
那
須
文
代

（
小
）
1
5
秒
2
－
1
大
会
タ
イ
記
録
　
▽
四

十
～
四
十
四
歳
　
藤
崎
月
子
（
八
）
1
6
秒

0
　
▽
四
十
五
～
四
十
九
歳
　
関
野
ベ

ン
（
福
）
1
8
秒
2
　
▽
五
十
～
五
十
四

歳
　
寺
田
ツ
ネ
子
（
仲
V
1
0
秒
9

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

　
　
小
川
好
美
（
鶴
）
3
0
秒
4

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル

　
　
伊
東
蔓
代
子
（
八
）
3
分
5
秒
7

　
　
1
1
大
会
新

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

　
　
　
小
野
田
区
　
1
分
0
秒
3

　
▼
年
齢
別
リ
レ
ー

　
　
　
小
野
田
区
　
1
分
5
4
秒
2

　
▼
走
高
跳

　
▽
中
学
生
　
塩
月
ま
ゆ
み
（
鶴
）
1

m
3
3
　
▽
高
校
生
　
佐
藤
ま
ゆ
み
（
鶴
）

1
m
3
0
　
▽
一
般
　
小
林
干
鶴
子
（
鶴
）

1
m
1
5

　
▼
走
幅
跳

　
▽
中
学
生
　
東
村
一
子
（
小
）
3
m

99

@
▽
高
校
生
　
甲
斐
由
美
（
仲
）
4

m
3
8
一
大
会
新
　
▽
一
般
　
本
多
有
子

（
小
）
4
m
5
5
一
大
会
新

　
▼
砲
丸
投

　
▽
中
学
生
　
黒
木
典
子
（
迫
）
9
m

18

E
5
　
▽
高
校
生
　
佐
藤
ま
ゆ
み

（
鶴
）
7
m
3
0
　
▽
一
般
　
井
上
千
穂
子

（
小
）
7
m
4
6
・
5
　
▽
三
十
歳
代

奈
須
ツ
ギ
エ
（
八
）
9
m
8
7
1
1
大
会
新

▽
公
民
館
職
員
リ
レ
ー

　
　
福
瀬
区
　
1
分
5
5
秒
3

　
　
〔
総
合
の
部
〕

優
　
勝
　
鶴
野
内
公
民
館

第
二
位
　
小
野
田
公
民
館

第
三
位
　
福
瀬
公
民
館

表彰式
●
1
1
月
9
日
～
1
1
日
　
中
央
公
民
館

　
婦
人
学
級
・
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

●
1
1
月
2
5
日
　
中
央
公
民
館

　
　
少
年
剣
道
大
会

回4第

東
郷
町

　　

Y
業
祭

11

獅
X
日
～
1
1
日

　
次
の
日
程
で
東
郷
町
産
業
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数

の
ご
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11

獅
X
日
目
金
）

●
農
林
産
・
特
産
物
一
般
展
示

11

獅
P
0
日
（
土
）

●
農
林
産
・
特
産
品
展
示
即
売

●
各
種
催
し
も
の
展
示
即
売

●
協
賛
バ
ザ
ー

●
北
海
道
物
産
展

11

獅
P
1
日
（
日
）

●
各
種
催
し
も
の
展
示
即
売

●
北
海
道
物
産
展
示
即
売

●
サ
ッ
プ
も
ち
っ
き

●
協
賛
バ
ザ
ー

●
表
彰
式

●
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
〔
1
2
時
～
）
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見
直
し
た
い
“
そ
ば
”

そ
ば
採
種
圃
を
設
置

　
最
近
、
健
康
食
品
と
し
て
．
そ
ま
’

の
需
要
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
内
の
生
産
は
非
常
に
少
く
、

海
外
か
ら
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
現
在
．
本
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
品

種
は
、
ほ
と
ん
γ
．
が
在
来
種
で
あ
っ
て

収
量
・
品
質
と
も
に
す
ぐ
れ
た
品
種
と

は
い
え
ま
せ
ん
．
、
こ
の
た
び
、
宮
崎
大

学
農
学
部
で
育
成
さ
れ
た
「
宮
崎
大
粒
」

（
早
生
系
で
大
粒
．
収
量
も
多
く
品
質

も
良
い
）
と
い
う
品
種
を
導
入
し
て
、

町
内
に
並
日
及
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
．
．

　
今
年
度
、
町
内
の
農
家
三
戸
を
選
定

－
し
、
そ
ば
の
採
種
圃
（
面
積
1
1
二
十
三

ア
ー
．
・
ル
）
を
委
託
し
て
栽
培
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
生
育
は

良
好
で
、
十
ア
ー
ル
当
り
二
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
程
度
の
収
量
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
．
．
昭
和
六
十
年
度
に
は
、
「
般
の

方
に
も
”
宮
崎
大
粒
”
の
種
子
の
配
布

が
で
き
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
ば
の
成
分
と
栄
養
価

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〔
蛋
白
質
〕

　
そ
ば
に
は
約
十
三
パ
：
セ
ン
ト
の
蛋

白
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
押
麦
（
九
％
）

小
麦
粉
〔
八
％
〕
白
米
・
と
う
も
ろ
こ

し
（
四
％
）
に
比
べ
る
と
最
も
多
く
蛋

白
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
摂
取
さ
れ
た
蛋
白
質
は
、
消
化
分
解

さ
れ
て
最
後
に
ア
ミ
ノ
酸
に
な
り
、
腸

壁
か
ら
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
、
人
間
の

肉
体
と
し
て
蛋
白
質
が
新
し
く
構
成
さ

れ
ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸
の
種
類
は
二
十
種

類
以
L
あ
り
、
そ
の
な
か
で
人
間
の
生

命
を
維
持
し
た
り
、
成
長
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
、
食
物
か
ら
ど
う
し
て
も

まつ白に広がる海野佐津夫さん（寺迫）のそば採種圃

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ア
ミ
ノ
酸
、

（
必
須
ア
ミ
ノ
酸
）
は
八
～
十
種
類
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
ば
粉
の
蛋
白
価
は
八
九
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
肉
類
・
卵
・
乳
製
品
と
同

じ
く
高
蛋
白
を
含
ん
で
お
り
「
焼
畑
の

牛
肉
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
脂
肪
〕

　
そ
ば
粉
に
は
、
二
～
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
粗
脂
肪
を
含
み
、
皮
の
部
分
に
は
四

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
白
米
の
二
倍
以

上
、
押
麦
・
小
麦
粉
よ
り
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
脂
肪
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

〔
炭
水
化
物
〕

　
そ
ば
粉
の
可
溶
無
室
素
物
は
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
内
外
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部

分
は
で
ん
粉
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
ば
粉

の
で
ん
粉
は
う
る
ち
米
・
モ
チ
米
・
小

麦
．
大
麦
な
ど
の
で
ん
粉
よ
り
も
一
番

糖
化
し
や
す
く
、
粘
性
も
強
ド
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

〔
カ
ロ
リ
ー
〕

　
そ
ば
長
門
グ
ラ
ム
中
の
熱
量
は
三
六

六
カ
ロ
リ
ー
、
「
そ
ば
切
り
」
に
し
た
場

合
は
水
分
が
約
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
含
ま

れ
て
い
る
た
め
＝
二
二
カ
ロ
リ
ー
と
な

り
、
蛋
白
質
七
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
脂

肪
八
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
炭
水
化
物

九
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
消
化
さ
れ
ま
す
。

〔
ビ
タ
ミ
ン
〕

　
そ
ば
粉
百
グ
ラ
ム
中
に
は
、
約
○
・

三
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
ビ
タ
ミ
ン
8
1
が
含
ま

れ
て
お
り
、
ビ
タ
ミ
ン
脱
も
相
当
量
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
コ
リ
ン
」
も

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
肝
臓
に
脂
肪

の
た
ま
る
の
を
防
ぎ
、
肝
硬
変
や
ガ
ン

の
発
生
防
止
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
酒
を
飲
ん
だ
あ

と
は
「
お
茶
漬
」
よ
り
も
“
そ
ば
”
を

食
べ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
の
他
、
パ
ン
ト
テ
ン
酸
が
徴
量
で
は

は
あ
る
が
含
ま
れ
て
お
り
、
疲
労
回
復

や
緊
張
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
の
ホ
ル
モ

ン
合
成
に
役
立
つ
ほ
か
、
性
ホ
ル
モ
ン

の
生
産
に
も
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
不
足
す
る
と
昼
間

で
も
眠
り
や
す
く
、
頭
が
ぼ
や
け
た
り

ま
た
精
力
が
減
退
し
て
胃
や
足
が
痛
む

よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

パ
ン
ト
テ
ン
酸
が
不
足
す
る
と
病
気
に

対
す
る
免
疫
体
が
血
液
中
か
ら
減
り
胃

か
い
よ
う
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
ば
に
は
、
動
脈
硬
化
を
防
い
だ
り

毛
細
血
管
の
弾
力
を
守
り
出
血
を
防
ぐ

作
用
が
あ
り
、
脳
出
血
や
高
血
圧
症
を

田
方
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
．
、

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
も
う
】

度
こ
の
“
そ
ば
”
に
つ
い
て
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・

年
末
資
金
の
ご
案
内

　
国
民
金
融
公
庫
延
岡
支
店
で
は
、
年

末
資
金
の
準
備
を
し
て
申
込
の
受
付
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
商
品
の
仕
入
、
買

掛
金
、
手
形
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス
資

金
な
ど
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
早
目
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
融
資
の
限
度
額

　
　
　
　
　
二
野
百
万
円
以
内

0
返
済
期
間
（
希
望
に
よ
り
据
置
期
間

　
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
）

　
運
転
資
金
　
原
則
と
し
て
五
年
以
内

　
設
備
資
金
　
　
　
〃
　
　
七
年
以
内

O
利
　
率
　
　
二
七
・
九
％

O
融
資
対
象
　
個
人
ま
た
は
法
人
で
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
0
、
資
本
金
　
一
千
万
円
以
下

　
口
、
従
業
員
百
人
以
下
（
商
業
、
サ

　
　
ー
ビ
ス
業
は
五
十
人
以
下
）

O
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金
融
公
庫
延
岡

支
店

魁
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

経
営
移
譲
年
金
の

支
給
停
止
と
失
権

▼
支
給
停
止

　
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
が
、
次

の
停
止
事
由
に
該
当
し
た
と
き
は
停
止

事
由
が
生
じ
た
翌
月
分
か
ら
停
止
事
由

が
消
滅
し
た
月
旦
ま
で
年
金
が
支
給
停

土
さ
、
．
ま
ポ
、

　
　
フ
．
　
　
　
　
「

T
）
農
業
を
．
再
開
し
た
と
き
．
、

サ
唱
　
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
と
な
つ

　
た
レ
一
ぎ
、
．
．

「
3
）
後
継
者
に
対
し
て
使
用
収
益
権
を

　
設
定
し
た
農
地
等
の
全
部
ま
た
は
「

　
部
の
返
還
を
受
け
た
と
き
。
　
へ
た
だ

　
し
、
後
継
者
が
障
害
の
状
態
に
な
つ

　
た
り
、
土
地
収
用
法
等
の
法
律
に
よ

　
っ
て
収
用
さ
れ
る
た
め
返
還
を
受
け

　
た
場
合
等
、
支
給
停
止
さ
れ
な
い
場

　
合
も
あ
り
ま
す
」

〔
逃
　
特
定
処
分
対
象
農
地
等
の
全
部
ま

　
た
は
一
部
に
つ
い
〆
、
使
用
収
益
権
の

　
移
転
ま
た
は
設
定
が
あ
っ
た
と
き
、

⑤
　
受
給
権
者
が
正
当
な
理
由
か
な
く

　
て
、
書
類
等
の
提
出
に
関
す
る
基
金
．

　
の
求
め
、
ま
た
は
質
問
に
応
じ
な
か

　
つ
た
と
き
．

　
　
　
▼
失
権

㈲
　
経
営
嚢
年
金
の
受
給
響
か
死
亡

　
　
　
し
た
と
き
は
、
受
給
権
か
消
滅
し
、
年

　
　
　
金
は
受
げ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
．
な
お

こ
の
場
合
に
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
分

以
前
の
年
金
で
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な

か
’
．
た
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
　
一
定
の

遺
族
の
請
求
に
よ
り
そ
の
者
に
未
支
給

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

年金970P！
　Oo・

蚕

⑨鼠

こ
れ
か
ら
経
営
移
譲
を

　
　
し
ょ
う
と
す
る
人
は

▼
自
分
名
義
の
農
地
等
を
よ
く
調
べ
て

　
く
だ
さ
い
。

工
　
経
営
移
譲
を
し
ょ
う
と
す
る
人
は

　
事
前
に
自
分
名
義
（
自
分
名
義
の
農

　
地
等
で
あ
っ
て
も
、
正
規
の
手
続
を

　
と
一
．
て
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る
も

　
の
は
含
ま
な
い
。
）
の
農
地
や
採
草
放

　
牧
地
で
自
分
の
農
業
に
使
っ
て
い
る

　
も
の
の
す
べ
て
の
面
積
を
各
筆
ご
と

　
に
調
べ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
相
続
人
同
志
で
共
有
の
状
態
に
な

　
っ
て
い
る
農
地
等
が
あ
れ
ば
、
す
み

　
や
か
に
協
議
し
イ
＼
誰
が
ど
れ
だ
け

　
相
続
す
る
の
か
決
め
て
下
さ
い
．
協

　
議
が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
処

　
分
方
法
に
つ
い
イ
、
農
　
丹
沢
女
］
貝
会
に
お

　
た
ず
ね
下
曇
㌔
い
．

⑥
　
経
営
移
譲
す
る
と
き
に
は
、
自
分

　
の
農
業
に
使
っ
て
い
る
自
分
名
義
の

　
農
地
等
の
す
べ
て
（
第
三
者
移
譲
の

　
場
合
は
】
定
の
自
留
地
が
認
め
ら
れ

　
ま
す
．
）
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
．
．
あ
と
で
処
分
も
れ
か
あ
っ
た

　
こ
と
が
わ
か
る
と
、
も
ら
っ
た
経
営

　
移
譲
年
金
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り

　
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
一
．

名
実
と
も
に
そ
な
わ
っ
た

　
　
　
経
営
移
譲
に
す
る
た
め
に

　
後
継
者
に
経
営
移
譲
を
し
た
場
合
は

次
の
手
続
を
必
ず
と
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

①
　
土
地
改
良
区
、
農
業
共
済
組
合
や

　
農
協
な
ど
の
組
合
員
の
名
義
を
後
継

　
者
に
変
え
る
こ
と
．
一

②
　
米
等
の
生
産
物
の
販
売
、
農
業
用

　
資
材
の
買
入
れ
な
ど
を
後
継
者
名
義

　
で
す
る
こ
と
。

③
農
業
所
得
の
申
告
を
後
継
者
名
義

　
で
す
る
こ
と
。

　
詳
し
く
は
、
町
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

“ご存じですか“

土地取引の

届出制

　
土
地
は
限
り
あ
る
国
民
の
大
切
な
資

源
で
す
、
こ
の
国
土
を
大
切
に
、
有
効

に
利
用
す
る
た
め
、
ま
た
乱
開
発
の
未

前
防
止
、
地
価
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
国
土
利
用
計
画
法
が
制
定

さ
れ
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す
る

と
き
は
こ
の
法
律
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
後
記
に
留
意
の
う
え
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
．
．

一、

ﾍ
出
の
必
要
な
土
地
面
積

O
本
町
の
場
合
は
一
〇
、
○
○
○
耐

　
以
上

＝
、
届
出
を
要
す
る
土
地
取
引

　
O
届
出
は
、
土
地
に
関
す
る
所
有
権
、

地
上
権
、
賃
借
権
又
は
こ
れ
ら
の
権

利
の
取
得
を
目
的
と
す
る
権
利
の
移

転
、
設
｛
疋
が
対
価
の
伴
う
契
約
に
よ

り
行
わ
れ
る
場
合
に
必
要
に
な
り
ま

す
。

三
、
屑
出
の
方
法

へ
だ
れ
が
届
け
出
る
の
か
〉

　
◎
契
約
の
当
事
者
双
方
（
売
主
・
買

　
主
）
が
届
け
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
い
つ
届
け
出
る
の
か
〉

◎
契
約
の
六
週
間
前
に
届
け
出
る
こ

　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
※
契
約
に
は
予
約
を
含
む
。
ま
た
売

　
渡
承
諾
書
等
の
念
書
的
な
文
書
の

　
授
受
は
、
当
事
者
を
法
的
に
拘
束

　
す
る
も
の
は
、
契
約
（
予
約
）
と

　
み
な
し
ま
す
。

〈
な
に
を
届
け
出
る
の
か
V

◎
土
地
売
買
届
出
書
（
役
場
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
）
に
契
約
予
定
価
格

私
用
目
的
な
ど
を
記
入
し
て
、
添
付

図
書
と
と
も
に
提
出
し
ま
す
。

〈
ど
こ
へ
届
け
出
る
の
か
〉

◎
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の
担
当

窓
口
へ
提
出
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

届
出
書
は
、
県
へ
送
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
へ
お
問

い
ム
ロ
わ
せ
X
だ
さ
い
。

岱

曲
「
　
　
　
』
　
　
笠
”
誘

＿／
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点

描

（38）

影
壁
図
旧
徳
寺

　
昆
鈴
山
は
、
南
北
に
分
れ
、
き
然
と

し
て
天
空
に
そ
び
え
立
ち
、
こ
れ
を
二

色
山
と
も
申
し
ま
し
た
。
今
よ
り
約
六

五
C
年
前
、
そ
の
南
岳
に
尾
鈴
大
上
現

が
鎭
座
さ
れ
ま
し
て
、
霊
験
あ
ら
た
か

な
る
を
も
っ
て
登
山
、
参
拝
す
る
者
大

変
多
か
’
．
た
の
で
す
．
．

　
そ
の
北
の
方
に
大
内
山
あ
り
、
こ
れ

が
鶏
徳
寺
の
跡
で
、
今
で
も
五
輪
籔
と

言
い
「
荒
神
一
の
た
た
り
の
あ
る
こ
と

を
恐
れ
て
、
樹
木
を
伐
採
す
る
者
も
な

く
、
古
い
松
、
老
い
た
杉
が
う
っ
そ
う

と
繁
’
．
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
築
前
（
福

岡
県
）
の
盲
僧
常
山
と
言
え
る
者
が
、

は
る
か
に
尾
鈴
大
尉
現
の
霊
徳
を
し
た

い
来
た
り
て
、
こ
こ
に
お
堂
を
作
っ
て

移
り
住
ん
だ
の
で
す
。

　
盲
管
常
山
は
大
変
え
ら
い
坊
さ
ん
で

人
徳
高
く
多
く
の
人
々
が
信
心
深
く
な

り
、
皆
で
立
派
な
伽
藍
を
建
立
し
て
、

二
色
山
鶏
徳
寺
と
号
し
常
山
開
祖
と
し

た
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
二
世
三
世
と
続

き
名
声
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。　
十
三
世
時
代
と
な
っ
た
頃
が
戦
国
時

代
後
期
で
、
豪
族
大
友
氏
と
伊
東
三
位

入
道
軍
と
の
戦
い
と
な
り
、
尾
鈴
山
ま

で
兵
火
の
中
に
入
り
、
常
山
以
来
三
〇

〇
年
も
続
い
た
二
色
山
鶏
徳
寺
も
こ
と

ご
と
く
焼
失
し
、
十
三
世
山
城
坊
は
よ

う
や
く
身
を
も
っ
て
難
を
の
が
れ
て
、

山
陰
田
の
川
に
逃
が
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
よ
り
し
ば
ら
く
し
て
天
正
十
年
（
約

三
九
〇
年
前
）
山
城
坊
は
山
陰
鶴
の
内

に
地
を
定
め
て
二
色
山
回
徳
寺
を
復
興

し
て
、
祖
徳
を
さ
か
ん
に
す
る
基
を
開

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
山
城
坊
は
実
に

二
色
山
貴
徳
寺
中
興
の
祖
と
申
し
て
い

い
の
で
す
。

　
山
城
坊
が
榊
の
木
を
植
え
た
の
が
、

近
年
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
周
囲
実
に
五

尺
余
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
か
つ
て
山
城
坊
が
避
難
し
て
い
た
田

の
川
草
庵
の
あ
た
り
に
、
桑
摘
み
に
行

っ
た
老
農
が
、
美
妙
な
琵
琶
の
音
が
聞

え
て
き
た
の
に
び
っ
く
り
し
て
、
老
農

大
い
に
驚
き
、
こ
れ
は
草
庵
の
腐
朽
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と

思
い
、
村
人
相
集
い
草
庵
を
修
理
し
、

十
六
善
神
を
建
立
し
た
と
伝
説
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
山
城
坊
遺
徳
の
然
ら
し
む

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
．
．

　
田
野
区
稲
葉
野
の
中
野
寺
と
後
に
伝

え
る
が
、
こ
の
中
野
寺
が
こ
の
草
庵
の

跡
と
思
わ
れ
ま
す
。
十
四
世
家
順
琵
琶

妙
音
の
秘
曲
に
長
ぜ
り
。
第
十
五
二
二

順
、
第
十
六
世
世
丁
霊
を
仙
教
と
号
す
。

　
私
達
少
年
の
頃
鶏
徳
寺
の
こ
と
を
仙

教
坊
と
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
か
く
し
て
仙
教
の
遺
徳
を
世
襲
し
て

第
二
十
八
世
糸
平
俊
英
と
な
る
の
で
す
。

俊
英
は
、
明
治
三
十
六
年
世
襲
し
て
長

い
こ
と
本
堂
寺
の
す
た
れ
た
る
を
心
配

し
て
大
正
四
年
幾
多
の
浄
財
を
投
じ
て

改
修
し
、
更
に
黒
石
を
建
立
す
る
等
面

目
を
一
新
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
門
石

に
は
「
仁
呂
山
」
と
明
記
し
て
あ
る
が

尾
鈴
の
二
色
山
の
変
化
と
思
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

　
俊
英
は
法
師
に
補
せ
ら
れ
、
赤
誠
を

捧
げ
て
布
教
に
勉
励
し
た
名
僧
で
あ
っ

た
。　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

祝
電
は
早
目
に
う
ち
ま
し
ょ
う
レ
・

　
結
婚
式
や
誕
生
の
祝
電
は
、
十
日
前

か
ら
三
日
前
ま
で
に
う
つ
と
百
五
十
円

割
引
に
な
り
ま
す
。

　
結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
土
曜
・
日
曜
・
大

安
な
ど
の
日
は
「
一
一
五
番
」
の
電
話

は
大
へ
ん
こ
み
あ
い
ま
す
の
で
早
目
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
．
、

の
讐

う，

．
瓢
。
∀

　
㍉
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勤労感謝の日
　11月23日

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
然
し
冷
た
い
瞳
を
向
け
ら
れ
て
い

る
郷
里
に
就
職
す
る
こ
と
は
気
が
す

す
ま
ず
、
職
を
求
め
て
美
々
津
に
一

泊
、
都
農
に
一
泊
、
宮
崎
に
五
泊
し

て
尋
ね
歩
い
た
が
適
当
な
就
職
口
は

な
く
思
い
悩
み
ま
し
た
。
時
折
り
現

在
「
ふ
る
さ
と
の
歌
碑
」
に
な
っ
て

い
る
巨
石
の
上
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
自

分
の
将
来
に
思
い
悩
み
ま
し
た
．
．
そ

の
頃
に
詠
み
ま
し
た
歌

・
ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
山
の
か
な
し

　
さ
よ
秋
も
か
す
み
の
た
な
び
き
て

　
居
り

・
朝
つ
く
日
う
す
き
紅
葉
の
山
に
照

　
り
て
土
も
ぬ
く
み
て
鵯
鳥
の
深
く

・
草
山
に
膝
を
い
だ
き
つ
ま
ん
ま
う

　
に
真
赤
き
秋
の
夕
日
を
ぞ
見
る

・
ま
ん
ま
る
に
袖
ひ
き
あ
は
せ
足
ち

　
ぢ
め
日
向
に
眠
る
父
よ
風
邪
ひ
か

　
め
・
さ
き
の
こ
と
思
ふ
と
き
な
ら
め
善

　
き
父
の
眉
ぞ
く
も
れ
る
眉
ぞ
曇
れ

　
る
・
と
り
わ
け
て
夕
日
よ
く
さ
す
古
家

　
の
西
の
窓
辺
は
父
の
よ
く
居
る
と

　
こ
ろ

・
ほ
た
ほ
た
と
よ
ろ
こ
ぶ
父
の
あ
か

　
ら
顔
こ
の
世
な
ら
ぬ
尊
さ
に
涙
お

　
ち
ぬ
れ

　
十
】
月
七
日
、
喜
志
子
夫
人
に
出

塩
　
月
　
儀
市

　
し
た
手
紙

「
戸
籍
の
こ
と
は
、
大
方
、
承
諾
を

得
た
、
戸
籍
の
こ
と
の
み
な
ら
、
実

に
易
々
と
し
て
済
ん
だ
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
も
と
に
な
っ

て
、
僕
の
上
京
問
題
が
、
急
に
烈
し

く
火
の
手
を
あ
げ
て
ね
。
そ
の
た
め

僕
は
カ
ン
シ
ャ
ク
を
起
し
て
、
三
日

ば
か
り
、
隣
り
の
村
の
叔
父
の
と
こ

ろ
に
行
っ
て
い
た
の
だ
。
若
し
、
あ

ま
り
む
つ
か
し
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
な
ら
、
ま
た
そ
れ
だ
け
ど
う
で
も

法
を
と
ろ
う
と
帰
っ
て
見
た
と
こ
ろ

案
外
に
、
無
事
ら
し
い
。

　
上
京
問
題
は
、
僕
自
身
心
苦
い
の

だ
。
こ
の
間
、
提
出
し
た
条
件
は
、

毎
月
今
後
十
円
つ
つ
送
る
。
何
か
用

事
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
急
激
に
帰

国
す
る
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ

た
の
だ
。
そ
れ
が
ネ
、
矢
張
り
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
実
際
、

ど
ち
ら
も
つ
ら
い
の
だ
。
併
し
、
ど

う
し
て
も
上
京
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
都
会
で
は
、
右
の
条
件
の
ほ
か
に

父
だ
け
｝
緒
に
上
る
こ
と
に
な
る
か

も
知
れ
ぬ
。
父
は
無
条
件
に
僕
に
初

め
か
ら
同
意
し
た
も
の
だ
か
ら
、
他

の
人
々
の
罪
の
な
い
、
乾
れ
た
反
感

を
買
’
．
て
い
る
の
だ
「
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

も

尊報とうこうσ

ア
イ
デ
ア
を
お
旧
臣
U
く
だ
さ
い

牧
水
生
誕
百
年
祭
記
念
行
事
の

　
東
郷
町
が
生
ん
だ
歌
人
若
山
牧
水
の

生
誕
百
年
を
昭
和
六
十
年
に
控
え
、
牧

水
生
誕
百
年
自
記
山
行
事
東
郷
町
実
行

委
員
会
で
は
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て

ま
す
．
　
町
民
の
総
意
を
結
集
し
て
、
東
郷
町

独
自
の
内
容
豊
か
な
記
念
行
事
を
行
う

関に設置された
　アイデア募集箱

隻場

ア
イ
デ
ア
募
集

た
め
、
多
数
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
　
．
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
隻

場
玄
関
に
ア
イ
デ
ア
箱
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
そ
の
箱
に
投
か
ん
し
て
く

だ
さ
い
。

O
ア
イ
デ
ア
募
集
期
限
　
1
2
月
1
5
日

ク

取
引
先
倒
産
の
場
合
の

資
金
手
当
を
い
た
し
ま
す

く
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
〉

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の
連
鎖
倒

産
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
加
入
者
が

あ
ら
か
じ
め
掛
金
を
積
み
立
て
て
お
き

相
互
に
救
済
す
る
国
で
つ
く
ら
れ
た
制

度
で
す
．
．

　
加
入
後
六
ヶ
月
以
上
経
過
し
、
万
一

取
引
先
が
倒
産
し
て
、
売
掛
金
や
受
取

手
形
な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
に
最
高
二
千
万
円
ま
で
の
共
済
金
の

貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
五
十
三
年
に
発
足
し
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
方
が
貸
付
け

を
受
け
て
経
営
の
危
機
を
乗
り
切
り
助

か
っ
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
へ
の
ご
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
制
度
の
特
色

一、

ﾝ
付
額
最
高
二
千
百
万
円

　
　
積
み
立
て
た
掛
金
総
額
の
十
倍
の

範
囲
内
で
、
被
害
額
相
当
の
共
済
金
の

貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
．

二
、
無
担
保
・
無
利
子

　
（
た
だ
し
、
貸
付
け
を
受
け
た
共
済

金
の
十
分
の
】
に
相
当
す
る
掛
金
額
に

対
す
る
権
利
は
消
滅
し
ま
す
．
」

　
共
済
金
の
貸
付
け
は
、
無
担
保
・
無

保
証
人
・
無
利
子
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

三
、
税
法
上
の
特
典

　
掛
金
は
、
損
金
（
法
人
の
場
合
）
ま

た
は
必
要
経
費
（
個
人
の
場
合
）
に
算

入
で
き
ま
す
。

．
加
入
で
き
る
方
は
、
引
き
続
き
】
年

　
以
上
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業

　
の
方
で
す
、

．
毎
月
の
掛
金
は
、
五
千
円
か
ら
五
万

　
円
ま
で
の
範
囲
内
で
自
由
に
選
べ
ま

す
。

・
返
済
期
間
は
、
五
年
目
据
置
期
間
六

　
ヶ
月
を
含
む
）
の
毎
月
均
等
償
還
で

す
。
　
詳
し
く
は
、
町
商
工
会
、
県
組
織

金
融
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
色
申
告
者
の
記
帳

記
録
保
存
制
度
説
明
会

　
廷
岡
税
務
署
で
は
、
本
年
の
税
法
改

正
に
よ
り
、
来
年
一
弓
一
日
二
部
は

昭
和
五
十
瓦
年
分
所
得
税
）
か
ら
適
用

さ
れ
る
白
色
申
告
者
の
記
帳
、
記
録
保

存
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
．
．

▽
日
　
時

　
　
　
1
1
月
2
6
日
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所

　
　
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
地
区

　
　
　
東
郷
町
・
南
郷
村
・
北
郷
村
・

　
　
　
西
郷
村
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村

一、

ｫ
質
訪
問
販
売
に
注
意

断
わ
る
と
き
は
き
っ
ぱ
り
と

　
今
ま
で
に
も
何
回
か
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
県
内
各
地
で
は
消
火
器
、
消
火

剤
、
呉
服
な
ど
訪
問
販
売
を
め
ぐ
っ
て

苦
情
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
最
近
消
火
剤
、
ト
イ
レ
の
換
気

扇
の
取
替
え
を
め
ぐ
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
．
、

　
と
く
に
お
年
寄
り
が
狙
わ
れ
や
す
く

「
家
族
が
帰
っ
て
こ
な
い
と
わ
か
ら
な

い
．
．
」
な
ど
き
っ
ぱ
り
と
断
わ
る
こ
と
で

す
。
あ
い
ま
い
な
返
事
は
か
え
っ
て
危

険
で
す
。
相
手
は
「
お
ど
し
」
た
り
、

「
違
反
だ
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
も
金

を
払
っ
た
り
サ
イ
ン
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
、
家
族
と
も
よ
く
相
談
し
て
契
約

し
ま
し
ょ
う
．
甲

二
、
全
国
防
犯
運
動
終
わ
る

　
先
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
全
国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
初
日
の
十
一
日
日
向
市
を
出

発
し
た
防
犯
パ
レ
ー
ド
隊
が
門
川
町
、

北
郷
村
、
西
郷
村
を
経
由
し
て
午
後
二

時
二
十
五
分
役
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
各
方
面
か
ら
多
数
の
出
迎

え
を
う
け
、
隊
員
の
人
た
ち
か
ら
大
変

喜
こ
ば
れ
ま
し
た
。

　
駐
在
所
で
は
防
犯
連
絡
所
（
区
長
）

少
年
補
導
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
】
般

家
庭
、
官
公
庁
、
事
業
所
な
ど
の
防
犯

診
断
を
行
い
ま
し
た
．
．
特
に
目
立
っ

た
こ
と
は
自
動
車
や
自
転
車
に
カ
ギ
が

か
け
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
．
．
中
に
は

「
ど
う
ぞ
盗
ん
で
下
さ
い
」
と
ば
か
り

に
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
が
つ
け
っ
放
し
の
車

も
あ
り
ま
し
た
．
、

　
昼
で
も
夜
で
も
車
を
駐
車
す
る
と
き

は
ド
ア
ー
ロ
ッ
ク
を
す
る
癖
を
つ
け
て

下
さ
い
．
．
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就
学
前
の
健
康
診
断

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十
年

四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

（
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
4
年
4

月
1
日
生
）
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で

知
能
検
査
及
び
内
科
検
診
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
保
護
者
同
伴
の
う
え
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
程

　
　
　
　
　
　
　
べ
’
．

黙
小
叩
校
｝
n
号
・

寺
迫
”
　
n
月
掛

東
郷
　
〃
　
　
1
1
月
お
日
㌦

福
瀬
　
・
　
1
1
月
掲
日

13

桙
R
0
分

13

椏
�
ｪ

13

桙
R
0
分

13

桙
R
0
分

※
越
表
小
学
校
に
つ
い
て
は
坪
谷
小

　
学
校
で
受
検
し
ま
す
。

昭
和
5
9
年
分

「
年
末
調
整
」
説
明
会

　
年
末
調
整
と
は
、
過
去
一
年
間
に
支

払
っ
て
き
た
給
与
に
つ
い
て
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
額
の
合
計
額
を
、
正
当
な

年
税
額
に
一
致
さ
せ
る
た
め
の
手
続
で

給
与
の
支
払
者
に
と
っ
て
は
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
税
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
も
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
給
与
所

得
に
つ
い
て
の
年
末
調
整
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
か
目
前
に
せ
ま
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
年
末
調
整
に
つ

い
て
の
説
明
会
が
、
廷
岡
税
務
署
主
催

に
よ
り
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で

出
席
し
て
く
だ
さ
い
、

o
開
催
地
区

。
会
　
　
場

。
対
象
地
区

O
開
催
日
時

日
向
地
区

日
向
市
中
央
公
民
館

東
郷
町
・
日
向
市

門
川
町
・
南
郷
村

11

獅
Q
0
日
（
火
）

〃
2
1
日
（
水
）

　
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
と
午
後

2
時
か
ら
の
二
回

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
嬉
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
．
．
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
．
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
1
1
月
2
0
日
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
〔
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
1
1
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

今
月
の
縞
税

国
民
健
康
保
険
税
六
期

家
畜
共
済
掛
金

結
核
検
診

　
本
年
度
第
二
回
目
の
結
核
検
診
が
次

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
一
回
目
に

受
検
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
必
ず
受
検
い

た
し
ま
し
よ
う
。

◎
日
程

11月16日　　　1　11月15日　　　　　i 期
日

　
　
　
農
i
役
善
越
i
下
表
i
　
協
i
臨
場
ン
生
i
支
坪
i
車
前
タ
活
i
山
谷
i
場
［
改
i

福
i
農
　
　
　
協
公
瀬
i
民
　
　
　
寺
館
　
｝
支
迫
下
　
i
所

場
所

　13　i　lOi　9

@時i11時i時
@li時40i1
P14i30分iIO
@　　　　時1時　…分～…

13　i　9
桙奄撃n時～i時30

P4130分

栫@i分1

時
間

婦
人
検
診

　
次
の
日
程
で
婦
人
検
診
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
ま

し
よ
・
つ
。

◎
対
象
　
3
0
歳
以
上
の
女
子
（
但
し
、

　
　
3
0
歳
末
満
で
も
受
検
で
き
ま
す
が

　
　
料
金
は
二
、
三
C
（
．
）
円
で
す
．
〕

◎
料
金
　
九
C
C
円
（
7
0
歳
以
上
、
町

　
　
県
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

　
　
世
帯
は
無
料
で
す
．
）

◎
日
程

　牧
含水
念

館

　．老

福人
祉
館

　　老

福人
祉

館

．三農
　　　　　場
迫協

降　所

13　　　9

時　　　時
1　　　　～

14　　　10

時　　　時
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